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り,これに対 して猪先生から説明がありました｡
以前は実験動物 といえば建物の片隅でただエサを
与えて生かしておくだけの動物飼育であったが,
再現性,客観性のある実験結果をだすために動物
の飼育環境 を改善し,また専門的知識 をもった技
術者に飼育 を委ねるという形で実験動物飼育の中
央化が進み,またこういう中で今回のテーマのよ
うな問題が起こってきた｡ また沖垣先生からは動
物飼育センターを作ることの理念という点に関 し
て川崎医大実験動物セ ンター,北先生の話 し (同
研究会,発表演題 4,実験動物技術20巻 1号77-
88貞参照)つまり横の系列で動物飼育センターを
作ってみたが日本の縦社会にはうまくなじまない
ということをとりあげ,確かに川崎医大では事実
かもしれないが,他の大学でもあてはまるとは限
らないとの意見もだされました｡
以下,主に川崎医大実験動物センターに関 して
議論が進みました｡
最後 に座長,岡山大農学部,佐藤先生より,中
央化 した実験動物センターでの研究者 と技術者の
問題 を川崎医大の例 を中心として討論 してきたわ
けですが,技術者,研究者ともに良い条件で動物
実験 を行い,良い成果を上げるという共通の目的
があります｡日本の場合,技術者の教育レベルが
高 く,そのため技術者は研究的な仕事 をすること
もあり,そのようをことが両者の関係 を一層難 し
くさせているようだ｡今回結論としては特に何 も
だせなかったが,これを機会にこの問題に関心を
もっていただきたいとの意見で した｡
以上,簡単ですが交見合テーマ 2の討論内容を
報告いたしました｡
(文責,垂井医学研究所 内藤一郎)
臨時特別講演会について
昭和60年11月5日 (火)午後 3時10分より4
時10分 まで,ポーラン ドのワルシャワ癌研究所
(ICLASHistocompatibilityCenter)所属の,
AlinaCzarnomska博士が,岡山大学農学部 にて
講演 された｡演題は,｢ポーランドにおいて医学生
物学研究用に対 して新 しく開発 された近交系マウ
スならびにCongenicstrainマウスについて｣で,
その講演の要旨は次の通 りである｡
"New Inbredandcongenicstrainsmicedeve･
loped forbiomedicalresearchinPoland"
AlinaCzarnomska
(Cancer Research Institute,Marie
SklodowskaCurieMemorialInstitute
ofOncology,DepartmentofGenetics
andBreedingofLaboratoryAnimals,
Warsaw,Poland)
Developing of new inbred and congenic
strainsiscloselyconnectedwiththecontrol
ofselectedgeneticmarkersandphenotypic
traitsspeciallyusefulforparticularexperi･
mentalresearch. In our institutegenetic
controloflaboratorymiceisperformedac･
Cor°ingtothemonitoringprogram prepared
bytheCommitteeforBiologyofExperimental
Animals,PolishAcademyofSciences.
Therearethreeaimsofthismonitoring:1)
toverifytheknown inbredmousestrains,
mainlyofAmericanorigin,usedinPolandfor
biomedicalresearch,2)toeliminateanimals,
inwhichgeneticcontaminationhasbeende･
tected,3)to controlnew,previously non
analyzedmousestrains,mainlyofEuropean
Orlgln.
Thefollowingmethodsareusedforthe
geneticcontrolofinbredmousestrainsmaint･
aimedinPolishScientificInstitutes:1)cra-
niometrictest,2)mandible shapeanalysis,
3)skintransplantation,4)testcrosses,5)te･
sting of biochemical and immunol(唱ical
markers,6)analysis of spontaneous tumor
incidence.
Theinbredmousestrainsoriginallydevel･
opedandestablishedinEurope(likeinJapan),
aswellaswildmicefrom differentregions
oftheworld- asourceofuniqueandbiol･
ogicallyhighlyrelevantmodelsaretheob-
jectsofgreatinterestspeciallyforcancer
andgeneticsresearch.
Thefollowinginbredandcongenicmouse
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StrainshavebeendevelopedinPolandduring
lastyears:BN/aw,BN/bW,RW/W,KE/
KW,KP/KW,BIO,BN/W,C3H,BN/W,D2,
BN/W,BN,C3H/W,BN,D2/W.
第9回岡山実験動物研究会報告
昭和60年12月14日(土)午後 1時30分から,ノー
トルダム清心女子大学の高橋正信先生の世話人で,
同大学ジュリーホール大会議室にて開催された｡
初めに世話人の高橋先生から御挨拶があり,研究
発表に移った｡
研究発表Ⅰは,高橋先生御専門とする実験動物
と栄養をめぐる諸問題 2題がメインテーマとなり,
その座長は,岡山大学農学部の堀米隆男先生に,
研究発表Ⅰの2題については,林原生物化学研究
所の佐藤芳範先生に,研究発表Ⅲの1題は,岡山
大学歯学部の永井虜先生にお願いした｡
なお,研究発表Ⅰの後に,倉林常務理事から会
務報告があった｡その主旨は,①昭和60年度の会
務は,第 7回 (4月27日),第 8回 (9月28日),
第9回 (12月14日)の3回の研究会を開催 したこ
と,また,11月5日に,本研究会主催の臨時特別
講演会を開催したこと,4月27日に理事会,9月
28日に編集委員会が開催され,第4号に掲載予定
の内容ならびに次回の第10回本研究会の開催担当
は,岡山大学農学部にて,昭和61年 4月境に開催
する予定になっていること｡ ②会費の未納入の万
は,可及的早急に納入をお願いしたい｡③研究会
の発表者に対し,その要旨 (400字詰原稿用紙 2
枚)を提出して戴くようお願い｡④第4号本研究
会会報の会員各位に対する原稿依頼 (12月末日し
め切)等の会務報告があった｡
なお,今回の研究発表が済んだ後,猪 貴義会長
から閉会の挨拶があった｡
本研究会で講演された要旨は次の通りである｡
1.実験動物とミネラル,Ratを中心として
高橋 正信 (ノー トルダム清心女子大学
食品 ･栄養学科,栄養生化学)
生体中には,数多くの元素がその構成成分とし
て,生体内の代謝 ･反応の必須成分として機能し
て,生命の維持に役立っている｡ これら数多くの
元素の中で,炭素(C),水素(H),酸素(0),窒素
(N)以外の ミネラル(無機質)は,生体のわずか
4%の中に存在しているが,その数も約35種類と
多く,その中の或る種の ミネラルは存在量が極め
て微量であるために,正確を定量が困難でその生
体内での役割が判らなかった微量ミネラルも多い｡
しかし,近年,原子吸光分析,プラズマ発光分
光分析,放射化分析の飛躍的を進歩により,生体
内での微量 ミネラルの種類 ･その存在形態 ･役割
も解明されつつある｡
著者はミネラル研究を約25年継続的に進めてき
ているが,本稿では FederationofAmerican
SocietyforExperimentalBiology等のミネラ
ル研究 を把握 しつつ,JournalofNutritionを
中心 として,実験動物 とくに Ratを中心として
の長期間に飼育された各種の研究より,微量 ミネ
ラルを含めて適正を給与量を推測することによっ
て,実験動物の飼育 を十分をし得ようとしたもの
である｡そして,各研究者の繰返される研究によ
って,ひいては図Aに示 したように,ヒトの健康
に対して外挿できることを期待するものである｡
実験動物
図A 実験動物とミネラル
図1に示 したように,CaとPの比については
各実験者が留意しているため,Ca:P-2:1ま
たはCa:P-1:2の範囲内に入り, しかも適正
結与量が発見される日も近いが,その他の ミネラ
ルについてはまだまだ研究がなされねばならない
(図2-図3参照)0
動物実験の多様を詳細をミネラル研究より,実
験動物の ミネラルの適正摂取量が決まり,ヒトへ
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